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In cats, unilateral destruction of the paramedian mesencephalic tegmentum was carried 

out at level of Fr. 4.0 fi.O according to the Jasper and Ajmone-Marsan’s stereotaxic 
atlas. 

The spasmodic torticollis喧like posture was recognized in 12 animals out of 27, and 

this abnormal posture was further divided into two subgroups. 

(a) : Phasic rotatory movement (around the longitudinal axis) to the side of dest-

ruction superimposed with the contralateral bending of the head (on the 

ventrodorsal axis) (Fig. 1). 

( b ) : Phasic rotaton・ movement as well as tonic rotatory posture of the head to 

the side of destruction (Fig. 2). 

In both subgroups, more prominent muscle discharges were observed from the sterno・

じleidomastoidand the trapezeus at the side to which the chin rotated (e.g. ipsilateral to 

the side of destruction) (Fig. 4). 

Histological examination revealed that in all ca対日 ofsubgroup (a), the central teg-

mental tract, reticular formation, crossing components of medial longitudinal fasciculus 

and medial tectospinal tract were commonly involved (Fig. 3). 

In subgroup (b), destruction extended to the interstitial nucleus of Cajal, dentato-

thalamic tract, crossing components of medial longitudinal fasciculus and medial tectospinal 

tract (Fig. 3). 

Of special interest is the fact that a portion of the medial mesencephalic tegrnentum 
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adjacent to the lateral border of the central gray was commonly involved in these two 

subgroups. It was concluded that involvement of the crossing components of the medial 

tectospinal tract, medial longitudinal fasciculus, and tectorubral tract was thought to be 

critical for the manifestation of spasmodic rotatory movement of the head. 

Phasic rotatory movement of the head became less remarkable when animals were 

blindfolded. 

Various ocular symptomes were noted in 15 cases out of these 27. These included 

(1) oculomotor palsy (4 cases), (2) conjugate deviation (1 case), (3) nystagmus (3 

cases), and miosis (11 cases) (Fig. 5). 

緒言

哲E鐘性斜頚の臨床例のなかには， H艮振，手の振顔な

どを合併しており，中脳のレベルの病変をtlf'l"fさす例

が存在する8)10)25).

一方，Foltz等8）はサルで，教室の三沢17）はネコで，

網様体（mesencephalicreticular formation), 結合腕

(brachium con:iunctivum）及び内側縦束（mediallongi-

tudinal fascicult路）を中脳被蓋（mesencephalictegmen-

tum）でー側性lζ破綾すると， ヒトの痘穆性斜頚tc似

た頭部の異常姿勢を作る事が出来ると報告し， 1j1脳被

蓋の重要性を指摘している．

われわれは今回さらにネコの中脳被蓋の解剖学的な

破暖部位の差による頭部の異常姿勢及び異常運動につ

いて，より詳細な検討を加えると共lζ，ζれら動物の

示す頚筋々電図及び限症状についても観察を行った．

実験材料ならびに実験方法

実験動物として2.5～』五kgのネコ27匹を使用し，ネ

ンブタール腹腔内注入による麻酔後，定位脳手術固定

器lζ同定し， Jasper& Ajmone-Marsanのアトラスに従

って耳孔前4.0～6.0mmのレベルにおいて直流通H.i:によ

る破竣を一側に行った．

筋電図は両側の胸鎖乳突筋.j曽帽筋から留置・.：1伍lζ

より無麻酔無拘束の状態で記録し，また動物は磁波巣

作製後，ほほ10日から 2週間で屠殺し，破接部伎の組

織学的検索を行った．

実験成績

1 短観性斜頭類似猫

27例i:j1,12匹lζヒトの＠堕性斜頚l乙似た頭部の異常

盗勢及び異常運動が認められたが， ζれらは更に 2群

lζ大分するζとが出来アニ．

第I群・破域対側への頭部の持続的側屈姿勢（dur-

soventral axis lζ対して〕 lζ加えて破慶同側への顎の

phasicな回旋運動 （longitudinalaxis tζ対して）が重

畳して認められたもの（｜叫1刷，（ロI) 6例．

第E群：顎が破壊側へ持続的lζ 回旋した姿勢を示

し，更にζれに顎の破~側への phasic な回旋運動が加

わったもの （図2) 6例．

組織学的検索ιjれ＇i＇~ 
部｛立は一部重復しているが，前才iーでは破峻は rl~脳被蓋

図 1（イ） 産主益性斜類以ネコの第 1群lζ属するも
ωて， 頭部は破媛対側へ持続的側属姿勢を示
す．

図1（ロ） 図1（イ）のネコの顎が破壕同側へ

Phasicな回旋を示す．
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図2 1;i~ ＇：11:i'I ~司法1様ネコの第11群IC属する もので，
2誕は破壊同側へ｜且旋．

の上外側万に及んでおり，中心被造束；，・刊tr：ιiitegmentgl 

tract), 1[1l]i日経JH<f.ト（mesencephalicreticular f, •rlllC1ti• ＇日），

内側縦東（mediall口ngitudinali‘1sciculu、）及び内側視

蓋脊髄路（medi旧lt《、t《》吋

十し’後者即ち~＼ II 群では破媛は中脳被訟の下内側方lζ

及んでおり， C1,:tlの間質核， 小IJ前祝！木路 ｛吋rebello

thalamic tract), 内側縦束及び内側視主主脊l~li~tiの うど叉

成分等が破駁されていた（図3川，lロl，川｝．

T.坦

図 3（イ） 図 31ハ ）

t雪？

l1ff鍛1性率三｜謬i様ネコを作り得た破峻部位をネコ脳のアトラスの耳孔前4.0,5.0. 6.0 にプロットしたもので，第
l群では一一線部か.~＼ ll /tfては 級官官が破峻されてL't:. 
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略3否 BC: Brach. con1unctivum, BCC : Brach. colliculi inferioris, BCR : Brach. colliculi superioris, CIL : 
Nucl. ciliaris, CLM : Peel. corpori,, mamillaris, CP : Commissura posterior, CR : Colliculu,, "uperior, D：火山l

Darkschewitsch, OF : Decus泊tiotegmenti ventralis, DM  : Decu日3tiotegmenti dorsalis, DN ・ l〕町u>sc1tiotract山

nigralis, FCT : Tractus tegmentalis centralis, FP : Fasciculus longitudinalis medialis, GL : Corp. geniculatum 

laterale, GLD : Corp. genicul. lat., pars dor臼lis,GM  : Corp. genicul. mediale, HM  : Fasciculus retroflexus, 

I：トlucl.interstitialis, IP : Nucl. interpedunculali>. LM : Lemniscus medialis, LP : Nucl. lateralis thalami, 

MV : Tract. me日ncephalicusnervi trigimini, NCP : Nucl. commissurae posterioris, NP : Nucl. pontis, NRM : 

Nucl. reticularis mesencephali, P : Tract. pyramidalis, PL : Pulvinar, PO : Nucl. posterior thalami, PTE : 

Area praethalamicus, R : Nucl. ruber, S : Aquaecluctus cerebri, SG : Nucl. suprageniculatus, SGC : Stratum 

griseum centrale, SGM : Stratum griseum medium, SGS : Stratum griseum superfic旧le,SN : Suhstantia nigra, 

SNC : Substant旧nigracentralis, ST : Tract出 spinotectalis,III : Nucl. nervi oculomotorii, TS : Tractus tecto・

spinalis. 

2 筋電図

第I及び第E君事共l乙顎が回旋する側の頚筋l乙放泡が

増強する傾向があり，胸鎖乳突筋では慨して断続的

lζ，1曽帽筋では持続的lζ放電するのが認められた（図

Cat No 78 
2Wo・骨Coo1品

丘一一～い〈ベγ ー

丘一一叫んい～：）ぺヤ~幽

と J、ヘ戸内一一一－ルーf吋＼～

図4 君主鐙性斜頚様ネコで記録した筋電図で胸鎖
乳突筋からの筋放電は断続的l乙認められる．

3 眼症状

(1）動限神経l臥癖；破壊側の散随は4例lζ認められ

たが， 1例以外は皆軽症であった．

(21 共同備視（conjugatedeviation）；破綾側への共

同偏視がl例に認められた．乙の例では破級巣は第3

脳神経核，Cajalの間質核，視蓋脊髄路（tectospinal tract) 

等lζ及んでいた （図5). 

(3) 眼球振重量（nyst3gmus）：破壊後敏速性成分が破

壊側あるいは対側iζ向く両眼の水平性限振が2例！C認

められた．

(4) 破壊後の縮脇 ：3W!Jは破桜側の縮睡であり， 4

例は両側の縮随で， ソ」l乙他のl例は対側の縮瞳であっ

た．

ζれら11I～141を示した例では中脳網様体部が共通し

でかなり広範囲に破慶されていた．

考 按

1 異常運動性

ヒト及び動物において， 中脳被蓋が頭部のspasmodic

な異常運動の発現lζ重要な役割をもっととは治家によ

り指摘され.Denny-Brown (1967)6lはサルの脳の皮質

｛山川引｝，線状｛本 （corpusstriatum）等の広範な破媛で

は頭部及び四肢の持続的な異常姿勢を来たすのみであ

り，頭部の回旋辺動には中脳被葦の関与が必要で、ある

乙とを指摘しており， 一方 Foltz等 (1959)8＞や三沢

(1963〕17）は動物実験で付l脳被蓋部の網綴体，結合腕及

び内側縦束の三部合併破駿で，臨床例類似の頭部の異

常運動と異常姿勢の両方を兼ね備えた動物を作ること

が出米ると報告し， Ingram等(1932)2)15)17）は中脳綱様

体の，又．関野 (1967)20＞はヒトの中心被蓋束（central

tegmental tract 1，下オリーブ核（inferiorolivary nuc-

leus）等の刺激や破壊により頭部の持続的側屈 （dorso-

ventral axis !C対して）が起ることを指摘し， 更に

Hassler & Hess (1954)15)17）は Cajalの間質核及びその

下行路の刺激で顎は対側へ持続的lζ回旋 (longitudinal

axi討に対して〉し．破壊により丁度鏡｛象的姿勢（mirror

image defect）を示したと述べている．

われわれの今回の実験成績からみると Jasper~＼；： ..¥.-
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図5 共同偏視を来したネコ脳のI政破巣を左図は組織標本で，右図はアトラスにプロットして示し

てある．図中の略語は図3を3;11(!,

川 1••11<·- M.ir-.111 のアトラ スにおいて耳孔前 4. 0～6. 0 mm 

のレベルで中心灰白質 i c~nt日l H町、 川 1tteriの外縁に

接する部分が控室敏性斜頚様運動の発現~r特に重要なζ

とを示しており，乙の部l乙は解剖学的には後交述を通

って対側lζ行く内側縦束 ＜medi旧llongitudinal fa山－

rnlu-1，内側視鼓脊髄路（medialtectospinal tract）が

礼leynertの交叉をするね料f;, 更に視蓋赤核路 Itectr .-

rubral tract J等が通っており， 似ii;（七，中心被蓋束，

下オ＇）－ブ核系， 或いけ（j( I~、収 ， Cajal の間質核等は

¥l'.m＇よ%＇！こ，更に中脳組主主主Uノ一応部位で異常主li動性が

加わって， l続i仁川市々 雑多な症状をかもしだすのでは

ないかと推考される．またζれらの線維は けjj'f：：ある

いは下行性lζ更に線維を介して感覚器と くにllU，内耳

等とも密接な連絡を有しているが，今［11［「I＇.＼！~！ した動物

において決して正常位にはならなかったが，一般に異

常運動i:rn111良させる乙とにより減弱をみたことは限か

らの controlも異常姿勢や運動の発現に重要な役割jを

演じている乙とを示唆していると！llわれλ

一方， C<><iper1＇は頭部や頚部の異常姿勢や不随意迎

動は小脳， 出H：.大脳皮質サーキットの一環をなして

いる小脳の白動謝節性の異常により起るとしてt’～．

そして両側視床のVL／·~ Cnucleu' ventrol;iterali叶を含

めて大きくl出炭すると著明な効果を得ることが出来た

と報告しているが，われわれの実験からは小脳視床路

(c町ebellothalamictract Iは異常辺動性lζ対しては二次

的な作用はあっても決して一次的な主役を演じるもの

ではないと思われ．むしろ主主鐙性斜頚とくに回旋運動

の発現には中脳被蓋の傍正中部を通過する線維を介し

て頚筋トーヌスを反射的に訓節している自動調節能の

破綻により起るとみるのがより妥当であろう．

2 眼症状

動限神経麻癖によるi放臨やllU担：，共同偏視Pt}を示し

た例は少なく，またζれらは症状の程度や方向，側等

が必ずしも同じでなく， BN症状発現ir関与するirnt阪

構は詳らかでない．め3脳神経核障碍と強い相関があ

るのではないかと思われるが，近くには内側縦束（me・

dial longitudinal fasciculus), Cajal 0) 11',J'['j似．その他

多くの線維が存在し，乙れら線維の関与も否定しえな

一方，破腹後の縮It加1:!7{91]1[111例と可成り多く認め

られた．一般に中脳陣碍でピン状随孔が起る乙とはよ

く知られており， ム（.rjりl話網様｛.fのr-{1を交感神経が通

る事も知られていふ．

今回w坐慢性~；［鎖＇.＇）£験のための1波駿後lζ 乙れら眼底
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状を検討したので，破駿巣が大きしはたしてどの組

織がこれに関係しているのかを詳しく究明する乙とは

出来なかったが，これら症状の多様性からして，中脳

網様体のみならず，他の頚筋トーヌスを司る線維束も

また交感神経症状発現に一役をかっているのではない

かと思われる．

総 括

ネコを用い， rfl脳被主主の paramedianの部をー側性

lζ磁波することにより，痘鐘性斜頚様異常姿勢を27例

中12例lζ 作製し得た． また眼症状は 15例lζ認められ

動物が示した異常姿勢は，乙れを更に2群l乙大別し

得た．

第I群：頭部の破境対側への持続的側風姿勢（dorso・

ventral axislC:対して）Iζ加えて，顎が破壊同側へphasic

lζ回旋運動 (longitudinalaxis k対して）を来たす群．

第E群：顎が破腹側へ持続的回旋姿勢 （longitudinal

axis lζ対して）を示し，更に顎が同側へphasiclζ回旋

運動を示す群．

乙れら異常姿勢を示した動物について，その破媛部

位を組織学的に検討し，下記の結論を得た．

1) 異常運動性（phasicor spasmodic head move-

ment）には中脳被蓋の内側縦束（medial longitudinal 

fasciculus）及び内側視蓋脊髄路（m吋ialtectospinal tract) 

の交叉性成分が重要な役割を演じる．

2) 異常頭位（tonichead posture）の発現のうち，

(i）側屈頭位 （toniclateral bending）には中心被蓋束

(central tegmental tract），中脳網様体が， （ii）回旋頭

位（to:iicrotation〕には Cajalの間質核及び内側縦束

(medial longitudinal fasciculus〕の破媛と密接に結びつ

3) 限症状として，（i）動限神経麻庫， （ii）共同偏

視， （iii）限振 （nystagmus), (iv）縮瞳等が認められ

たが，これら阪症状発現lζ関与する基礎機織について

は明らかにし得なかった．

4）筋電図所見としては顎の回旋側 (longitudinal

axis lζ対して）の頚筋からの筋放電が増強する傾向に

あった．

稿を終るにあたり，終始．御指導ならびに御校閲を

賜った恩師半田 肇教授に深謝いたします．また機械

操作IC関して絶えず助言を戴いた伊藤盛夫博士lζ厚く

御礼申し上げる．

本論文の一部は第7回日本定位脳手術研究会 （京京

昭和43年10月） ＇ζ於て発表した．
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